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１．まえがき 

近年，大容量携帯音楽プレーヤが普及し，インターネ

ットや携帯電話を利用した音楽のダウンロードが急速な広

がりを見せている．そして，大規模楽曲データベースにア

クセスできるようになったことで，アーティストやジャン

ル別の検索だけではデータベースの効率的な利用には十分

でなく，楽曲推薦が必要になってきた．楽曲推薦を実現す

る方策として，協調フィルタリングを用いた手法と楽曲の

属性に基づく手法が提案されている． 
協調フィルタリングを用いた手法では，他のユーザの

楽曲評価を利用して対象ユーザに楽曲を推薦している[1]．
例えば，対象ユーザが，楽曲 A, B を好きで，他の多くのユ

ーザが楽曲 A, B, C を好きな場合には，対象ユーザに楽曲 
C を推薦する．この手法では，どのユーザも評価していな

い楽曲を推薦対象に含めることができない． 
一方，コンテンツベースの手法[2,3,4]では，自動的に楽

曲から抽出した音色やリズムなどの情報(特徴量)，あるい

はジャンルや歌詞などの楽曲のメタ情報と,個人の嗜好の関

係を基に楽曲を推薦する．自動的に楽曲の特徴量を抽出す

る手法では，どのユーザも評価していない楽曲も推薦対象

に含めることができる．近年，楽曲の特徴量の抽出にウェ

ーブレット変換を用いた研究が行われてきた[5,6]． 
本研究では，ウェーブレット変換を用いて得られた楽曲

の特徴量を利用した，ユーザの嗜好に基づく楽曲推薦シス

テムを提案し，その性能評価を行った．  
２．特徴量抽出 
初めに推薦に必要な特徴量を楽曲から抽出する必要があ

る．本報では楽曲の特徴量として，ウェーブレット変換を

用いて得られた特徴量とリズム特性を表す特徴量の 2 種類

を用いた．以下に各特徴量について詳細に説明する． 
2.1 ウェーブレット変換の特徴量 
楽曲に離散ウェーブレット変換を施し，その多重解像度

表現部のウェーブレット係数のヒストグラムをとると 0 を

中心とした分布となる[7]．著者らは，楽曲及びその開始か

らの時間帯により，この標準偏差がかなり異なる場合があ

ることを見出した．そこで，楽曲の音色や音量を表す特徴

量として，音声信号を離散ウェーブレット変換によって多

重解像度解析した各係数の標準偏差を用いた． まず，窓幅

に区切った音声信号 )(nf を，レベル 0 のスケーリング係数

)0(
ks とみなす．次に，レベル j のスケーリング係数

)( j
ks ，

およびウェーブレット係数
)( j

kw を式(1), (2)を使用して，

)0(
ks から，逐次，レベル J まで求める．  
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図 1 にスケーリング係数が次々にスケーリング係数とウェ

ーブレット係数とに分解される様子を示した． 

本研究では， kp としてドベシーのスケーリング関数を表

す数列を用いた． kq は式 (3)から求められる． 
  k1

k
k p)1(=q －－            (3) 

次にレベル 1 から J までの展開係数における標準偏差を求

める．ここまでの処理を窓幅ごとにスライドさせながら，

楽曲に対して順次行う．ここで得られた各展開係数の標準

偏差の時系列データを楽曲の特徴ベクトルの各要素とする． 
図 2 はクラシック(RWC-MDB-G-2001 No.49[8]) とポップ

ス(RWC-MDB-G-2001 No.1[8])における計算結果例である

(計算条件は，4 章 1 節に記載)． 
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図2 ウェーブレット変換の特徴量の計算結果例 
上図：クラシック,下図：ポップス 

図1 多重解像度解析 
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2.2 リズム特徴量 
楽曲をジャンル分けする論文で提案されたリズム特性を

表す特徴量[9]を採用した．そして，主のビートの強さ，リ

ズムの規則正しさ，主のビートとサブビートの関係などを

特徴ベクトルによって表す．まず，ウェーブレット変換の

多重解像度解析を利用して，4 個の周波数バンドに分解す

る．続いて，各周波数バンドに対して，ローパスフィルタ

などの前処理を施す．次に，各バンドを逆ウェーブレット

変換し，自己相関を計算する．自己相関におけるピークを

ビートヒストグラムとして音声ファイル全体で蓄積する．

図 3 に 30 秒間の 2 ジャンルの音声(クラシック: RWC-
MDB-G-2001 No.49,ロック: RWC-MDB-G-2001 No.7)[8] にお

けるビートヒストグラムを例示する．ビートヒストグラム

における次の量を，リズム特性を表す特徴量として用いた． 

・ A0, A1 : 1, 2 番目のピークの相対振幅 

・ P1, P2 : 1, 2 番目のピークの時間 

・ RA : 振幅の比率 A1 / A0 

・ SUM1,SUM2,SUM3 : BPM (Beats Per Minute) が

40~90, 90~140, 140~250 であるヒストグラムの合計 
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図 3 ビートヒストグラム例 

上図：クラシック，下図：ロック 
 

３．楽曲推薦システム 
本章では 2 章で述べた特徴量を使った楽曲の推薦方法に

ついて述べる．本報での楽曲推薦とは，対象ユーザが評価

を与えていない楽曲に対して，推薦するかどうかを決定す

ることである．いま，全楽曲のインデックス集合を

},,1|{ MNmM L= ， ユーザが主観評価 s (1≦s≦5)  
(好き: 5 ~ 嫌い: 1)を与えた楽曲のインデックス集合を

},,1|{ Msss NmM L= ( MMs ⊆ )とする．ここで MN と

MsN は全楽曲数と評価済み楽曲数を表す． 

3.1 1 種類の特徴量を用いた方法 
全評価済み楽曲と対象未評価楽曲m′の合計 [ 1+MsN ] 曲

の特徴量を主成分分析し，累積寄与率が 80％以上になるよ

うに n個の成分を選択する．そして，評価済み楽曲m の

特徴ベクトル ),,( ,1, nmmm ccc L= とm′の特徴ベクトル 'mc と

の類似度(＝ユークリッド距離の逆数)を計算する．その結

果，類似度が最大となる評価済み楽曲
∗m を MsN 曲の中か

ら決定し，その評価済み楽曲のスコア sをm′のスコアと

する．決定したスコアが 4 または 5 であるときm′を推薦

する． 
3.2 2 種類の特徴量を組み合わせた方法 

3.1 章と同様にして，2 種類の特徴量それぞれで対象未評

価楽曲m′のスコアを決定する．続いて，次の A～E の 5 種

類の手法で推薦するかどうかを決定する．これらの 5 つの

手法は，「1 つの特徴ベクトルでスコアが 4 以上となり，

かつ，もう１つの特徴ベクトルで，平均以上の場合に「推

薦」」，という考え方で設定した．「平均」の基準を以下

のように 3 種類(スコア 3，順位平均，類似度平均)設けた． 
A:それぞれの特徴量で求めたスコアが，一方が 4 以上で

他方が 3 以上であれば推薦する． 
B:ウェーブレット変換の特徴量で求めたスコアが 4 以上

で，かつウェーブレット変換の特徴量で類似度最大と

なった楽曲が，リズム特徴量において全評価済み楽曲

の中での類似度の順位が[ 2/NMs ]位以内であった場

合推薦する． 
C:ウェーブレット変換の特徴量で求めたスコアが 4 以上

で，かつウェーブレット変換の特徴量で類似度最大と

なった楽曲が，リズム特徴量において求めた類似度が

全評価済み楽曲の平均より大きければ推薦する． 
D:リズム特徴量で求めたスコアが 4 以上で，かつリズム

特徴量で類似度最大となった楽曲が，ウェーブレット

変換の特徴量において全評価済み楽曲の中での類似度

の順位が[ 2/NMs ]位以内であった場合推薦する． 
E: リズム特徴量で求めたスコアが 4 以上で，かつリズム

特徴量で類似度最大となった楽曲が，ウェーブレット

変換の特徴量において求めた類似度が全評価済み楽曲

の平均より大きければ推薦する． 
４．評価実験 

4.1 条件 
まず，RWC 研究用音楽データベース(音楽ジャンル)[8]の

100 曲に対して，10 名のユーザごとの 5 段階の主観評価を

付与した．ウェーブレット変換の特徴量を求める際のウェ

ーブレットの窓幅を 524288 サンプル(約 11 秒)とし，楽曲

開始から 10s ~ 65s までの信号を利用した．楽曲開始直後は，

無音の時間が入る場合があるので，楽曲開始 10s から，窓

幅の 5 倍にあたる 65s までサンプリングを行った．上記の

窓幅および録音時間については実験的に決定した．ウェー

ブレット変換の関数はドベシーの N = 2 とし，レベル 4 で

多重解像度解析を行なった．リズム特徴量を求める際は，

文献[9]と同様に信号を 22050Hz に変換し，ウェーブレット

の窓幅は，65536 サンプル(約 3 秒)，跳躍サイズ(ウェーブ

レット変換の開始点をずらす幅)を 32768 サンプルとして，

楽曲開始から 10s ~ 40s までの信号を利用した．ウェーブレ

ット変換の関数はドベシーの N = 4 とした． 
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4.2 評価方法 

3 章記載のシステム(3.1 章と 3.2 章の A～E の方法)で楽

曲推薦を行う．リズム特徴量については予備実験で高い推

薦正答率を得ることができた a:[SUM1], b:[A0, A1, SUM1, 
SUM2, SUM3], c:[A0, A1, P1, P2, RA, SUM1, SUM2, SUM3 ]
の 3 種類を用いて，計 19 通りの推薦正答率を算出し，そ

のうち最良であった推薦方法の結果をシステムの推薦正答

率とした(実用上は，最良であった方法だけを使うので，

本報では，その結果だけを示す)．そして，以下の 3 つの条

件でシステムの評価を行った． 
条件 1：評価既知曲 99 曲に対して評価既知曲 1 曲を未知曲

として取り扱い，推薦するかを判定する．これを

すべての組み合わせ(100 通り)について行う． 
条件 2：ランダムに N(N = 50 or 20)曲を評価既知曲とし，

選択し，残り評価既知曲  [100 - N] 曲を未知曲と

して取り扱い，1 曲ずつ未知曲を推薦するかを判

定する．ユーザごとに 10 回ずつランダムに N 曲

を選択して，実験を実施した． 
条件 3：楽曲 100 曲の内，ポピュラー音楽であるポップス，

ダンス，ジャズ，ラテンの 48 曲を対象に，条件 1
と同様にして，評価既知曲 47 曲に対して，評価

既知曲 1 曲を未知曲として取り扱い，推薦するか

を判定する．これをすべての組み合わせ(48 通り)
について行う． 

4.3 結果と考察 

各ユーザに対して，条件 1～3 で，判定が「推薦する」

であった曲の内，ユーザの主観評価が 4 または 5 であった

曲の割合である推薦正答率を用いてシステムの評価を行う． 
推薦正答率とランダムに推薦を行なった場合との差を表

1 に示した．対象を全ジャンルの 100 曲とした条件 1,2 で

は，各々ランダムに比べて平均 21.0%(条件 1),18.4%(条件

2,N=50),14.3%(条件 2,N=20)だけ高い正答率で推薦できた．

条件 1,2 の結果から，評価既知曲の数が多いほど推薦正答

率が高い傾向がみられた．また，条件 3 ではランダムに比

べて平均 29.5%だけ高い正答率で推薦することができた．

条件 3 では，ジャンルが限定されたことにより，ユーザの

嗜好傾向がより明確になったために本システムの効果が大

きかったものと考えられる．これらのことから，表 1 は本

システムの有効性を示していると考えられる．なお，ユー

ザの主観評価が 4 または 5 であった割合(表 2)と推薦正答

率(表 1)との間に明確な関係はみられなかった． 
今回は，すべてのユーザが 10～42％の曲に 4 または 5

の主観評価を与えた． 評価既知曲の中に 4 または 5 の主観

評価の曲がなければ，未知曲に対して「推薦する」という

判定はでない．  
次に，各条件で最良の結果となった推薦手法と選択した

Rhythm 特徴量を表 3 に示した．1 種類の特徴量を用いた方

法が選択されたのは 2 例のみであったことから，2 種類の

特徴量を組み合わすことが有効であることがわかった．選

択された手法と Rhythm 特徴量はユーザおよび条件により

異なった． 
ウェーブレット変換の特徴量とユーザの嗜好の対応を検

証するため，ウェーブレット変換の特徴量を主成分分析し

た第 1, 第 2 主成分とユーザの主観評価との対応例を図 4 に

示した．図 4 よりユーザの評価が高い曲と低い曲が異なる

分布となる傾向をみることができるので，図 4 は提案した

ウェーブレット変換を利用した特徴量の有効性を示唆して

いると考えられる．同様に，リズム特性を表す特徴量を，

第 1, 第 2 主成分で 2 次元的に図示したところ，ユーザの評

価が高い曲と低い曲が異なる分布となる傾向がある程度み

られた(図 5)． 
本システムを実際に用いる際には，評価既知曲のうち 1

曲を未知曲として取り扱い，条件１と同様にして， 各ユー

ザにとって最良の推薦方法を，本システムが自動的に 19
種類の方法の中から 1 つ選択する．そして，その方法で実

際の未知楽曲を推薦するかを判定し，推薦した場合にはそ

の楽曲の評価をユーザにしてもらうことで評価既知曲を 1
曲増やし，本システムが最良の推薦方法を自動的に再選択

する．このようにして，推薦曲の評価をシステムの性能改

善に逐次利用することができる．  
 

 表1 条件 1~3 における推薦正答率(%)と 
ランダムとの差(%) 

 
条件 1 条件 2 (N=50)

user
推薦
正答率

ランダム
との差 

推薦 
正答率 

ランダム
との差

1 55.6 15.6 49.7 9.9 
2 37.5 8.5 48.8 19.2 
3 64.3 30.3 43.4 9.2 
4 55.2 13.2 49.3 10.1 
5 58.3 29.3 46.9 16.3 
6 42.9 15.9 50.4 24.4 
7 56.7 22.7 48.6 16.2 
8 62.5 27.5 53.8 20.2 
9 54.2 14.2 51.4 14.8 
10 42.9 32.9 52.7 43.7 
平均 53.0 21.0 49.5 18.4 

 
条件 2 (N=20) 条件 3

user
推薦
正答率

ランダム
との差 

推薦 
正答率 

ランダム
との差

1 49.6 9.0 76.9 37.3
2 46.0 17.3 66.7 31.2
3 44.1 10.6 68.0 24.2
4 47.9 5.8 68.8 10.5
5 33.7 4.6 50.0 12.5
6 37.2 12.2 37.2 16.4
7 50.1 16.9 53.8 33.0
8 48.8 14.4 73.7 40.4
9 50.1 10.0 47.5 7.9

10 50.4 41.8 100.0 81.2
平均 45.8 14.3 64.3 29.5

 
 
表 2 ユーザの主観評価が 4 または 5 であった曲の割合 

user 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
評価 4,5
の 割 合 
(%) 

40 29 34 42 29 27 34 35 40 10
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図 4 ウェーブレット変換の特徴量と楽曲評価の関係例 
上図：user8 , 条件 1，下図：user2 ,条件 3 
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図 5 リズム特性を表す特徴量 (Rhythm c)と楽曲評価の 

関係例；上図：user9, 条件 1，下図：user3, 条件 3 

表 3 各条件で選択した手法と Rhythm 特徴量 
user 条件 1 条件 2 条件 3 

N=50 N=20 
 手法 Rhythm

特徴量

手法 Rhythm 
特徴量 

手法 Rhythm
特徴量 

手法 Rhythm
特徴量

1 D c E b E a C b

2 E c B b C b C c

3 D b B a D b A c

4 D a B a C a B a

5 C a C a B c A a

6 C a C a D a D a

7 C b C b D c 1 種類 c

8 D a B b B b C b

9 D a E a 1 種類 b D b

10 D,E b B a B c B a
 

５．まとめ 

本報ではウェーブレット変換を利用して抽出した楽曲

の特徴量を用いた楽曲推薦システムを提案し，その有効性

を示した．今後，ピッチ(メロディー，ベースライン)やコ

ード情報など別の楽曲特徴量を組み込み，また，推薦順位

をつけるなど推薦方法を改善することで，より高性能な推

薦システムを目指していく．また，評価既知曲が大量とな

る場合に備えて，より高い推薦正答率を目指して，ユーザ

ごとに試聴結果と楽曲特徴量の関係をニューラルネットワ

ーク，遺伝的アルゴリズムなどで学習する手法を検討して

いる． 
 

参考文献 

[1] J. Breese, D. Heckerman, C. Kadie, "Empirical analysis of 
predictive algorithms for collaborative filtering". Proc. UBI, 
pp. 43-52, 1998. 

[2] B. Logan, "Music recommendation from song sets", Proc. 
ISMIR, pp.425-428, 2004. 

[3] 帆足 啓一郎, 井ノ上 直己, “ユーザの音楽嗜好に基づく

音楽情報検索手法”, 情報処理学会研究報告, MUS[音楽

情報科学研究会報告], vol.49, pp.79-84, 2003. 
[4] 奥乃 博, 北原 鉄朗, 吉井 和佳, “楽曲の特徴量抽出と検索

技術”, 電気学会誌, vol.127, no.7, pp.417-420, 2007. 
[5] G. Li, A. Khokhar, "Content-based indexing and retrieval of 

audio data using wavelets". Proc. of ICME 2000, vol.2, pp. 
885-888, 2000. 

[6] T. Li, M. Ogihara, Q. Li, "A comparative study on content-
based music genre classification". Proc of ACM SIGIR 2003, 
pp.282-289, 2003. 

[7] 村田 真一,吉冨 康成,石井 博昭, “ウェーブレット変換を

用いた音声電子透かし埋め込み位置の最適化”,日本オペ

レーションズ・リサーチ学会秋季研究発表会アブスト

ラクト集, pp.210-211, 2007. 
[8] 後藤 真孝, 橋口 博樹, 西村 拓一, 岡 隆一, “RWC 研究用音

楽データベース: 研究目的で利用可能な著作権処理済み

楽曲・楽器音データベース”, 情報処理学会論文誌 , 
vol.45, no.3, pp.728-738, 2004. 

[9] G. Tzanetakis, P. Cook, “Musical genre classification of audio 
signals”, IEEE Trans. Speech Audio Process, vol.10, no.5, 
pp.293-302, 2002. 

248

FIT2008（第7回情報科学技術フォーラム）

（第2分冊）



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for high quality pre-press printing. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later. These settings require font embedding.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308030d730ea30d730ec30b9537052377528306e00200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /FRA <>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee575284e8e9ad88d2891cf76845370524d6253537030028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f0030028fd94e9b8bbe7f6e89816c425d4c51655b574f533002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c9069752865bc9ad854c18cea76845370524d521753703002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f300290194e9b8a2d5b9a89816c425d4c51655b57578b3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




